
撚りだけで接触冷感機能を実現接触冷感の試験データ

接触冷感の試験は、生地自体の表面温度に+10℃の熱源を当てて“熱吸収速度”、
すなわち、“ひんやりとした触感が伝わる速度” を測定します。
試験後に0.1以上の数値で合格級となり接触冷感の機能が証明されます。


